
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
入
内
の
意
義
に
つ
い
て

中　

村　

み
ど
り

は
じ
め
に

　

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
施
行
の
『
養
老
令
』
継
嗣
令
・
皇
兄
弟
子
條
（
以
下
『
養
老
令
』
は
『
令
義
解
』
を
参
考
）
に
は
、「
凡
皇

兄
弟
皇
子
、
皆
為
二
親
王
一、
女
帝
子
亦
同
、
以
外
並
為
二
諸
王
一、
自
二
親
王
一
五
世
雖
レ
得
二
王
名
一、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一、」
と
あ
り
、
天
皇
の

兄
弟
・
姉
妹
・
子
女
が
親
王
、
ま
た
は
内
親
王
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（
（

。
以
後
孝
謙
朝
に
至
る
ま
で
、
天
皇
子
女
は
出
生
と
共
に
無

条
件
で
親
王
・
内
親
王
と
称
さ
れ
た
が
、
淳
仁
朝
に
な
る
と
親
王
・
内
親
王
宣
下
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り（

（
（

、
次
第
に
天
皇
の
子
で
あ
っ
て

も
宣
下
を
受
け
て
始
め
て
親
王
・
内
親
王
を
称
す
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
な
お
も
親
王
・
内
親
王
宣
下
を
受
け
る
の
は
天
皇
の
兄
弟
・
姉

妹
・
子
女
を
原
則
と
し
た
。
従
っ
て
、
本
論
で
扱
う
「
内
親
王
」
も
、
そ
う
し
た
内
親
王
宣
下
を
受
け
た
一
世
皇
女
を
指
す
。

　

そ
も
そ
も
「
内
親
王
」
と
い
う
号
は
、
隋
・
唐
に
倣
っ
て
律
令
に
採
用
さ
れ
た
「
親
王
」
号
と
違
い
、
日
本
独
自
の
称
号
で
あ
る
。「
内

親
王
」
号
の
発
生
に
関
し
て
は
文
殊
正
子
氏
の
説
に
詳
し
い（

（
（

。
即
ち
、
中
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
皇
帝
の
娘
・
姉
妹
を
指
す
「
公
主
」
が
、

臣
下
に
嫁
ぐ
こ
と
で
皇
帝
と
臣
下
と
の
親
密
化
を
図
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
天
皇
の
娘
・
姉
妹
で
あ

る
「
内
親
王
」
は
、
皇
族
に
の
み
嫁
ぐ
こ
と
で
皇
室
の
血
の
尊
貴
性
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
が
異
な
っ
て
い
る
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こ
と
か
ら
、
我
が
国
で
は
「
公
主
」
号
を
採
用
せ
ず
「
内
親
王
」
と
い
う
新
た
な
号
を
創
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
公
主
が
「
外
に
向
い
た

性
格
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
内
親
王
は
皇
室
か
ら
皇
室
へ
と
い
う
「
内
に
向
い
た
性
格
」
を
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

事
実
、
内
親
王
は
律
令
に
お
い
て
皇
親
と
の
婚
姻
し
か
許
さ
れ
て
い
な
い
。『
養
老
令
』
継
嗣
令
・
王
娶
親
王
條
で
は
「
凡
王
娶
二
親
王
一、

臣
娶
二
五
世
王
一
者
聽
、
唯
五
世
王
、
不
レ
得
レ
娶
二
親
王
一、」
と
あ
り
、
王
は
親
王
（
実
例
よ
り
、
こ
こ
で
は
即
ち
内
親
王
を
指
し
て
い
る
）

を
娶
り
、
臣
下
は
五
世
以
下
の
王
（
女
王
）
な
ら
ば
娶
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
五
世
王
は
内
親
王
を
娶
れ
な
い
。
先
に
あ
げ
た
皇
兄
弟

子
條
に
お
い
て
五
世
王
は
皇
親
の
限
り
で
は
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
親
王
は
四
世
以
内
の
皇
親
と
の
婚
姻
し
か
認
め
ら
れ

ず
、
ま
た
臣
下
は
皇
親
に
含
ま
れ
る
内
親
王
・
女
王
を
娶
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
即
ち
、
内
親
王
を
含
む
皇
親
女
子
は
、
皇
室
の
血

の
尊
貴
性
を
守
る
た
め
に
臣
下
へ
嫁
ぐ
こ
と
は
な
く
、
天
皇
以
下
皇
親
と
の
み
結
婚
で
き
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

内
親
王
の
最
大
の
特
色
と
も
い
え
る
こ
の
婚
姻
に
関
し
て
は
、
安
田
政
彦
氏（

（
（

、
浅
尾
広
良
氏（

（
（

の
研
究
に
詳
し
く
、
共
に
、
醍
醐
三
皇
女

（
勤
子
内
親
王
・
雅
子
内
親
王
・
康
子
内
親
王
）
が
内
親
王
で
あ
り
な
が
ら
令
制
に
背
い
て
藤
原
師
輔
と
結
婚
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
降
嫁

の
起
こ
り
得
た
理
由
と
原
因
の
追
及
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
後
藤
祥
子
氏
、
稲
賀
敬
二
氏
、
服
藤
早
苗
氏
な
ど
に
よ
っ
て
も
皇
女
の
結
婚
が

論
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
し
か
し
未
だ
内
親
王
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
、
婚
姻
に
関
す
る
先
行
研
究
も
、
内
親
王
と
藤
原
氏
と

の
違
法
な
婚
姻
に
の
み
終
始
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る（

（
（

。
し
か
も
こ
れ
ら
降
嫁
・
婚
姻
に
伴
う
内
親
王
自
身
の
存
在
意
義
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

　

唯
一
、
石
和
田
京
子
氏（

（
（

が
、
①
結
婚
、
②
准
三
后
、
③
養
子
と
い
う
点
か
ら
七
～
十
一
世
紀
に
お
け
る
内
親
王
の
役
割
と
意
義
に
つ
い
て

の
考
察
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
石
和
田
氏
は
、
例
え
ば
①
の
結
婚
に
つ
い
て
、
平
安
初

期
よ
り
皇
女
が
入
内
し
な
く
な
り
族
外
婚
の
流
れ
に
及
ん
だ
の
は
中
国
の
同
姓
不
婚
の
原
則
が
日
本
に
も
浸
透
し
た
た
め
だ
と
指
摘
し
た
上

で
、
異
母
兄
弟
婚
が
宇
多
朝
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
宇
多
朝
以
後
も
叔
父
姪
婚
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
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い
る
の
で
あ
り
、
同
姓
不
婚
が
浸
透
し
て
い
た
か
、
ま
た
そ
れ
が
内
親
王
が
入
内
し
な
く
な
っ
た
理
由
と
成
り
得
る
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る

（
な
お
皇
族
に
は
姓
は
存
在
し
な
い
た
め
、
同
姓
不
婚
の
語
は
不
適
当
で
あ
る
）。
ま
た
平
安
初
期
か
ら
宇
多
朝
に
至
る
ま
で
の
約
百
年
間
に

関
す
る
考
察
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
こ
の
間
の
具
体
的
な
役
割
や
意
義
が
考
察
さ
れ
て
い
な
い
点
に
大
き
な
問
題
が
残
る
。

従
っ
て
平
安
前
・
中
期
は
、
内
親
王
史
に
お
い
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

平
安
時
代
は
奈
良
時
代
以
前
に
対
し
て
親
王
・
内
親
王
の
数
が
急
増
し
て
お
り
、
平
安
前
期
は
特
に
そ
の

処
遇
と
新
秩
序
の
形
成
の
た
め
、
賜
姓
、
叙
位
・
叙
品
、
任
官
、
経
済
措
置
、
扶
養
体
制
な
ど
に
関
す
る
新

施
策
が
確
立
し
た
時
期
で
あ
る
。
内
親
王
に
関
し
て
も
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
始
め
て
源
氏
賜
姓
さ
れ
る
者
が

現
れ
る
な
ど
、
存
在
形
態
に
重
大
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
平
安
前
期
の
皇
親
研
究
は
、
皇
親

勢
力
と
し
て
政
事
の
一
端
を
担
う
存
在
と
し
て
の
研
究
と
、
皇
位
継
承
者
と
し
て
王
権
を
担
う
存
在
と
し
て

の
研
究
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
考
察
対
象
は
親
王
と
賜
姓
源
氏
に
限
ら
れ
て
お
り
、
内
親
王
に
関
す
る
研

究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
平
安
前
期
を
考
察
範
囲
と
し
（
中
期
に
関
し
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
）、
内
親
王
が

担
っ
た
役
割
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
特
に
、
奈
良
時
代
に
は
絶
え
て
い
た
内
親
王
の
入
内
が
光
仁
朝
か
ら
淳
和
朝
の
平
安
初
期
に

限
っ
て
再
発
し
、
仁
明
朝
以
後
再
び
中
絶
す
る
過
程
は
、
内
親
王
の
平
安
前
期
に
お
け
る
大
き
な
特
色
で
あ

る
と
言
え
る
（
表
1
参
照
）。
従
っ
て
、
入
内
再
発
の
過
程
と
中
絶
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
そ
の
間
に
お
け

る
入
内
の
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
光
仁
～
淳
和
朝
の
入
内
は
全
部
で
七
例
あ
り
、
内
三
例
は
、
①
即
位
前
の
白
壁
王
（
光
仁
）
に
入
侍

清　

和

文　

徳

仁　

明

淳　

和

嵯　

峨

平　

城

桓　

武

光　

仁

称　

徳

淳　

仁

孝　

謙

聖　

武

元　

正

元　

明

文　

武

持　

統

天　

武
0 0 0 2 1 2 1 1 0 0 0 4

堀　

河

白　

河

後
三
条

後
冷
泉

後
朱
雀

後
一
条

三　

条

一　

条

花　

山

円　

融

冷　

泉

村　

上

朱　

雀

醍　

醐

宇　

多

光　

孝

陽　

成
1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1

（表 1）内親王の入内者数

平安初期における内親王入内の意義について3



し
て
い
た
県
犬
養
氏
を
母
と
す
る
井
上
内
親
王
、
②
桓
武
天
皇
に
入
内
し
た
井
上
内
親
王
所
生
の
酒
人
内
親
王（
（（
（

、
③
平
城
天
皇
に
入
内
し
た

酒
人
内
親
王
所
生
の
朝
原
内
親
王
、
と
い
う
母
子
三
代
に
渡
っ
て
入
内
し
た
極
め
て
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。

　

そ
の
入
内
の
経
緯
と
担
っ
た
役
割
は
瀧
浪
貞
子
氏
の
説
に
詳
し
く
、
他
の
四
例
と
は
明
ら
か
に
違
っ
た
意
図
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る（
（（
（

。
従
っ
て
本
論
で
は
こ
の
三
内
親
王
に
つ
い
て
は
踏
み
こ
ま
ず
、
他
の
四
例
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
い
く
。

一　

内
親
王
入
内
に
関
す
る
変
遷

　

は
じ
め
に
、
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
の
入
内
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
前
後
の
時
期
に
つ
い
て
の
特
徴
を
述
べ
て
お
く
。

　

平
安
初
期
以
前
の
内
親
王
の
入
内
に
関
す
る
流
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
天
武
朝
以
前

―
皇
女
が
入
内
し
立
后
・
国
母
と
な
る

②
文
武
～
淳
仁
朝
（
奈
良
時
代
）

―
内
親
王
の
入
内
が
な
い
期
間

③
光
仁
朝
以
後

―
井
上
内
親
王
に
始
ま
る
入
内
の
再
開

　

対
し
て
平
安
初
期
以
後
の
入
内
に
関
す
る
流
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

④
陽
成
上
皇
・
醍
醐
天
皇
へ
の
単
発
的
な
内
親
王
の
入
内

⑤
冷
泉
朝
以
後

―
藤
原
氏
を
生
母
と
し
、
藤
原
氏
に
養
育
、
或
い
は
後
見
さ
れ
た
内
親
王
の
入
内

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
第
一
節
に
平
安
初
期
以
前
、
第
二
節
に
平
安
初
期
の
入
内
中
絶
以
後
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

1　

平
安
初
期
以
前

　

飛
鳥
・
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
の
皇
女
に
関
す
る
相
違
点
は
、
立
后
―
国
母
と
な
る
か
否
か
、
並
び
に
女
帝
の
有
無
で
あ
る
。
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栗
原
弘
氏
に
よ
る
と
、
皇
族
の
近
親
婚
が
集
中
し
て
い
る
五
世
紀
の
仁
徳
朝
に
は
す
で
に
、
皇
女
が
皇
族
以
外
と
結
婚
す
る
こ
と
を
忌
避

す
る
た
め
の
規
制
が
あ
っ
た
と
い
う（
（（
（

。
従
っ
て
六
世
紀
の
敏
達
朝
以
前
に
は
、
皇
女
は
入
内
し
、
立
后
、
国
母
と
な
る
の
が
常
と
な
っ
て
い

た
。
敏
達
朝
以
後
、
七
世
紀
の
天
智
朝
に
か
け
て
は
、
生
母
が
蘇
我
氏
や
女
王
と
な
る
例
が
増
え
る
が
、
し
か
し
依
然
と
し
て
皇
女
の
入
内

は
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
次
の
天
武
朝
に
も
多
く
の
皇
女
の
入
内
が
見
ら
れ
、
特
に
天
智
系
皇
女
と
の
近
親
婚
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
飛
鳥
時
代
以
前
に
は
皇
女
の
入
内
が
複
数
実
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
世
皇
女
（
後
の
内
親
王
に
相
当
）
所
生
の
皇
子
が
優
先
的
に
皇

位
を
継
ぐ
資
格
を
持
っ
た
こ
と
は
、
河
内
祥
輔
氏
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る（
（（
（

。

　

ま
た
奈
良
時
代
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
施
行
の
『
養
老
令
』
後
宮
職
員
令
に
は
後
宮
に
お
け
る
キ
サ
キ
の
員
数
と
位
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
妃
は
定
員
二
名
、
四
品
以
上
。
夫
人
は
三
名
、
三
位
以
上
。
嬪
は
四
名
、
五
位
以
上
で
あ
る
。
品
位
は
皇
親
に
の

み
与
え
ら
れ
る
位
で
あ
る
か
ら
、
妃
に
は
皇
女
し
か
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
令
に
は
皇
后
に
関
す
る
規
定
は
な
い
が
、
皇
后
と
は

即
ち
天
皇
の
正
妻
で
あ
る
か
ら
、
妃
よ
り
上
位
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
皇
后
も
ま
た
皇
女
に
の
み
許
さ
れ
た
位
で
あ
り
、
こ
れ
は
奈

良
時
代
以
前
に
お
け
る
皇
女
の
特
質
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
皇
女
は
、
入
内
し
た
後
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
皇
后
に
立
て

ら
れ
、
皇
后
宮
殿
に
お
い
て
独
自
の
財
政
基
盤
を
築
き
、
皇
后
宮
職
を
運
営
し
て
い
た
。
皇
太
子
の
幼
年
時
な
ど
皇
位
が
潤
滑
に
継
承
さ
れ

な
い
際
に
女
帝
が
立
ち
得
た
の
も
、
こ
う
し
た
基
盤
を
持
ち
得
た
た
め
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
鸕
野
讃
良
皇
女
も
ま
た
天
武
天
皇
に
入
内
し
て
皇
后
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
持
統
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
即
位
前
紀
に
は
、
即
位
前
の
皇
后
と
し
て
の
役
割
と
職
権
が
記
さ
れ
て
お
り
、「（
天
武
）
二
年
、
立
為
二
皇
后
一、

皇
后
従
レ
始
迄
レ
今
、
佐
二
天
皇
一
定
二
天
下
一、
毎
於
二
侍
執
之
際
一、
輙
言
及
二
政
事
一、
多
レ
所
二
毘
補
一、」
と
あ
っ
て
、
天
皇
を
助
け
天
下
を
安

定
さ
せ
、
政
事
面
に
お
い
て
も
多
く
を
輔
弼
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
天
武
天
皇
は
病
に
伏
せ
る
と
天
下
の
事
は
大
小
を
問
わ

ず
、
悉
く
皇
后
・
皇
太
子
に
啓
せ
し
め
る
よ
う
述
べ
て
お
り
、
皇
后
が
天
皇
の
正
妻
に
留
ま
ら
ず
、
国
政
上
に
お
い
て
大
き
な
権
力
を
持
っ

平安初期における内親王入内の意義について5



て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
飛
鳥
時
代
に
お
い
て
は
皇
后
が
天
皇
と
政
務
を
分
担
し
、
共
同
統
治
し
て
い
た
こ
と
は
服
藤
早
苗
氏

な
ど
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
天
武
朝
以
前
に
お
け
る
皇
女
に
は
、
入
内
し
、
皇
后
と
な
る
役
割
が
あ
り
、
天
皇
の
政
治
を
輔
弼
し
女
帝
と
し
て
立
ち

得
る
条
件
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
奈
良
時
代
に
至
り
藤
原
不
比
等
の
功
に
よ
っ
て
急
速
に
藤
原
氏
が
台
頭
し
て
く
る
と
、
つ
い
に
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
聖
武
天
皇

が
即
位
す
る
。

　

臣
下
の
女
が
入
内
し
天
皇
生
母
に
な
る
と
い
っ
た
先
例
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
一
見
前
時
代
の
蘇
我
氏
の
外
戚
政
策
と
似

通
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
同
時
に
有
力
な
内
親
王
や
王
女
が
入
内
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。（
表
2
、
並
び
に
皇
妃
一
覧
参
照
）

　

例
え
ば
、
文
武
天
皇
に
は
藤
原
不
比
等
の
女
・
宮
子
の
他
に
石
川
刀
自
娘
、
紀
竈
門
娘
の
二
名
が
キ
サ
キ
と
し
て
確
認
で
き
る
が
、
い
ず

れ
も
宮
子
が
夫
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
嬪
で
あ
り
、
し
か
も
後
に
「
貶
二
石
川
紀
二
嬪
號
一、
不
レ
得
レ
稱
レ
嬪
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
嬪
号
を
剥

奪
さ
れ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
十
一
月
五
日
条
）。
こ
の
廃
嬪
も
、
そ
し
て
宮
子
所
生
の
首
皇
子
（
聖
武
）
が
即
位
し
得
た
の
も
、

文
武
天
皇
に
宮
子
以
上
の
有
力
な
妃
（
皇
女
）
が
入
内
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
聖
武
天
皇
も
同
じ
く
皇
女
を
娶
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
宮
は
藤
原
安
宿
媛
を
筆
頭
に
、
県
犬
養
広
刀
自
と
橘
古
那
加
智
、
後
に
藤
原

武
智
麻
呂
女
、
藤
原
房
前
女
な
ど
が
見
ら
れ
る
限
り
で
あ
る
。
そ
の
上
藤
原
氏
は
、
安
宿
媛
所
生
の
皇
子
女
に
皇
位
を
継
が
せ
る
た
め
、
強

引
に
安
宿
媛
の
立
后
を
企
て
て
い
る
の
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
八
月
十
日
条
）。

　

以
上
の
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
に
端
を
発
し
、
奈
良
時
代
に
は
二
つ
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

一
つ
は
、
宮
子
所
生
の
首
皇
子
を
確
実
に
即
位
さ
せ
る
た
め
に
、
未
婚
の
女
帝
を
即
位
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
皇
后
で
も
皇
太
子
生
母
で

6



も
な
く
、
皇
后
宮
職
の
よ
う
な
基
盤
も
持
ち
え
な
い
未
婚
の
女
帝
・
元
正
天
皇
の
即
位
は
、
即
ち
、
持
統
天
皇
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
強
い
権

力
を
有
し
て
い
な
い
、
中
継
ぎ
と
し
て
の
女
帝
の
誕
生
を
意
味
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
が
安
宿
媛
の
立
后
で
あ
る
。
臣
下
の
女
が
昇
り
得
る
夫
人
の
位
を
超
越
し
て
強
行
さ
れ
た
こ
の
立
后
は
、
皇
女
の
み
が

立
后
し
得
る
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
原
則
を
瓦
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
、
夫
人
の
立
后
を
阻
む
妃
（
皇
后
）
と
な
り
即
位
し
得
る
皇
女
が
入
内
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
即
ち
藤
原
氏

の
外
戚
政
策
が
、
こ
の
奈
良
時
代
の
皇
女
入
内
の
中
絶
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
結
果
と
し
て
安
宿
媛
が
皇
子
を
生
ま
な
か
っ
た
た
め
に
、
藤
原
氏
の
外
戚
政
策
は
早
く
も
頓
挫
す
る
。
安
宿
媛
所
生
の
阿
倍
内
親

王
が
孝
謙
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
も
の
の
、
未
婚
の
女
帝
で
あ
っ
た
た
め
に
皇
統
を
「
継
ぐ
」
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
草
壁
系
に
よ
る
父
子

直
系
相
承
は
断
絶
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
孝
謙
（
称
徳
）
天
皇
が
冊
立
し
た
の
が
、
異
母
姉
・
井
上
内
親
王
を
妻
と
し
て
い
た
白
壁
王
（
光
仁
）
で
あ
る
。

　

井
上
内
親
王
は
後
に
藤
原
氏
の
山
部
親
王
（
桓
武
）
擁
立
の
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
廃
妃
、
所
生
の
他
戸
親
王
も
廃
太
子
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
が
、
し
か
し
光
仁
天
皇
即
位
時
に
は
、
前
の
聖
武
系
皇
統
と
新
た
な
天
智
系
皇
統
を
「
繋
ぐ
」
役
割
を
期
待
さ
れ
、
再
び
内
親
王
が
入

内
す
る
こ
と
の
意
義
を
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
井
上
内
親
王
、
酒
人
内
親
王
、
朝
原
内
親
王
と
い
う
母
子
三
代
に
渡
る

県
犬
養
系
内
親
王
の
入
内
へ
と
繋
が
っ
た
。

　

更
に
桓
武
朝
に
至
っ
て
は
、
藤
原
氏
族
内
で
の
勢
力
争
い
と
人
員
不
足
に
よ
っ
て
、
外
戚
政
策
の
た
め
の
藤
原
氏
子
女
の
入
内
が
困
難
と

な
っ
た
た
め（
（（
（

、
桓
武
天
皇
の
専
制
政
治
と
皇
親
強
化
の
構
想
を
引
き
起
こ
し
、
再
び
内
親
王
の
入
内
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

平安初期における内親王入内の意義について7



2　

平
安
初
期
・
入
内
中
絶
以
後

　

県
犬
養
系
三
内
親
王
並
び
に
淳
和
朝
ま
で
の
四
内
親
王
の
入
内
の
後
、
仁
明
朝
以
後
、
内
親
王
の
入
内
は
再
び
中
絶
期
を
迎
え
る
。

　

再
度
継
続
し
て
見
ら
れ
始
め
る
の
は
冷
泉
朝
以
後
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
以
前
に
も
単
発
的
で
は
あ
る
が
、
陽
成
上
皇
、
醍
醐
天
皇
に
入
内

し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
こ
の
内
、
光
孝
皇
女
・
綏
子
内
親
王
が
陽
成
上
皇
へ
入
内
し
た
例
は
、
陽
成
天
皇
退
位
後
の
事
例
で
あ
り
、
仁
明
天
皇
以
後
父
子

相
承
さ
れ
て
き
た
皇
位
系
統
を
逸
し
て
即
位
し
た
光
孝
天
皇
の
皇
女
が
入
侍
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
例
外
的
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
宇
多
天
皇
同
母
妹
・
為
子
内
親
王
が
醍
醐
天
皇
へ
入
内
し
た
例
は
、
一
世
源
氏
か
ら
思
い
が
け
ず
皇
籍
に
復
し
て
即
位
し

た
宇
多
天
皇
が
、
同
じ
く
源
氏
か
ら
復
籍
し
た
男
・
醍
醐
天
皇
の
不
安
定
な
皇
権
を
強
固
と
し
、
更
に
は
天
皇
親
政
を
意
図
し
て
実
現
さ
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
天
皇
家
側
の
意
図
に
よ
っ
て
成
立
し
た
入
内
で
あ
り
、
無
視
で
き
な
い
一
例
で
あ
る
が
、
し
か
し
皇
権
の
不
安
定
時
に

突
発
的
に
起
こ
っ
た
例
外
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
例
を
例
外
と
す
る
な
ら
ば
、
冷
泉
朝
に
再
び
内
親
王
が
入
内
す
る
ま
で
、
天
皇
九
代
に
亘
っ
て
入
内
は
中
絶
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

　

か
と
い
っ
て
冷
泉
朝
以
後
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
内
親
王
の
入
内
が
、
平
安
初
期
と
同
様
の
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
短
絡
的

で
あ
る
。

　

冷
泉
朝
以
後
の
内
親
王
入
内
の
特
徴
と
し
て
は
、
入
内
す
る
内
親
王
が
い
ず
れ
も
藤
原
氏
を
生
母
と
す
る
、
或
い
は
藤
原
氏
の
後
見
を
受

け
た
内
親
王
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。

　

仁
明
朝
以
後
、
后
妃
の
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
藤
原
氏
の
女
の
入
内
率
は
増
加
し
て
お
り
、
特
に
村
上
朝
以
後
は
ほ
ぼ
藤
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原
氏
の
独
占
状
態
と
な
る
。
当
然
天
皇
生
母
も
藤
原
氏
で
あ
り
、
所
生
の
皇
子
女
も
藤
原
氏
を
外
戚
と
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
の
で
あ

る
。（
表
2
参
照
）

　

こ
の
天
皇
と
藤
原
氏
の
度
重
な
る
婚
姻
は
、
天
皇
と
遠
縁
の
皇
親
よ
り
、
天
皇
と
藤
原
氏
と
の
血
縁
の
方
が
濃
く
な
っ
た
こ
と
を
も
意
味

し
て
お
り
、
冷
泉
～
堀
河
朝
ま
で
の
内
親
王
入
内
の
六
例
中
五
例
ま
で
も
が
、
藤
原
氏
を
外
戚
と
す
る
内
親
王
の
入
内
で
あ
る
。
唯
一
藤
原

氏
を
生
母
と
し
な
い
冷
泉
皇
后
・
昌
子
内
親
王
も
、
生
母
を
藤
原
氏
と
す
る
朱
雀
天
皇
を
父
に
、
保
明
親
王
（
母
は
藤
原
氏
）
と
藤
原
氏
女

と
の
間
に
生
ま
れ
た
煕
子
女
王
を
母
と
し
、
藤
原
氏
の
後
見
を
受
け
て
養
育
さ
れ
て
い
る
。

　

即
ち
、
冷
泉
朝
以
後
の
内
親
王
の
入
内
は
、
平
安
初
期
に
見
ら
れ
た
天
皇
家
側
の
意
図
に
よ
る
入
内
に
対
し
て
、
藤
原
氏
の
後
見
を
受
け

た
、
藤
原
氏
の
意
図
に
よ
る
入
内
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
意
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
一
、
二
の
例
外
は
あ
っ
た
も
の
の
、
平
安
初
期
を
以
て
、
生
母
の
出
自
に
捉
わ
れ
な
い
、
純
粋
な
皇
親
と
し
て
の
内
親
王

の
入
内
は
絶
え
た
の
で
あ
り
、
こ
の
入
内
に
は
重
大
な
意
義
が
あ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

二　

内
親
王
入
内
の
背
景

　

平
安
初
期
の
入
内
し
て
い
る
内
親
王
は
、
県
犬
養
系
の
三
内
親
王
を
除
い
て
、
桓
武
皇
女
が
三
名
、
嵯
峨
皇
女
が
一
名
の
計
四
名
で
あ
る
。

前
者
は
平
城
天
皇
妃
の
大
宅
内
親
王
、
嵯
峨
天
皇
妃
の
高
津
内
親
王
、
淳
和
天
皇
妃
の
高
志
内
親
王
で
あ
り
、
後
者
は
淳
和
天
皇
皇
后
の
正

子
内
親
王
で
あ
る
。
他
に
平
城
天
皇
退
位
後
に
入
侍
し
た
と
思
わ
れ
る
桓
武
皇
女
・
甘
南
美
内
親
王
、
平
城
皇
子
・
阿
保
親
王
に
入
侍
し
た

桓
武
皇
女
・
伊
都
内
親
王
の
例
が
あ
る
が
、
前
者
は
退
位
後
の
例
外
的
な
入
内
、
後
者
は
親
王
へ
の
入
侍
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
い
ず
れ
も

除
外
し
た
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
四
例
中
三
例
が
桓
武
皇
女
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
淳
和
天
皇
に
入
内
し
た
内
親
王
の
み
皇
后
と
な
り
、
皇
太
子
（
恒
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貞
親
王
）
の
生
母
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
内
親
王
入
内
の
背
景
と
入
内
の
理
由
を
探
る
。

1　

桓
武
・
平
城
朝

　

藤
原
式
家
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
桓
武
天
皇
は
、
擁
立
の
立
役
者
で
あ
っ
た
藤
原
良
嗣
（
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
没
）・
百
川
（
宝
亀
十

年
（
七
七
九
）
没
）
ら
を
即
位
前
の
皇
太
子
時
代
に
失
く
し
、
寵
臣
で
あ
っ
た
藤
原
種
継
（
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
没
）
を
も
治
世
の
初
期

に
失
く
す
。
こ
れ
ら
寵
臣
の
死
と
藤
原
氏
勢
力
の
後
退
に
よ
り
、
桓
武
天
皇
は
専
制
王
権
の
確
立
を
目
指
し
、
諸
王
・
外
戚
氏
族
（
和
氏
、

紀
氏
、
管
野
氏
、
秋
篠
氏
（
土
師
氏
）
や
百
済
王
氏
等
）
を
優
遇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。

　

し
か
し
桓
武
天
皇
の
生
母
で
あ
る
高
野
新
笠
は
身
分
の
低
い
女
性
で
あ
り
、
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
の
氷
上
川
継
の
乱（
（（
（

と
い
っ
た
皇
権
の

正
統
性
に
対
す
る
反
発
や
、
早
良
親
王
・
井
上
内
親
王
等
の
怨
霊
騒
動
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
専
制
政
治
を
行
う
に
は
、
新

た
な
天
智
系
皇
統
を
確
立
し
、
皇
権
と
正
統
性
を
威
儀
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
桓
武
天
皇
は
、
族
内
婚
に
よ
る
血
縁
の
強
化
と
、

桓
武
系
（
天
智
系
）
皇
族
の
再
生
産
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
十
一
月
九
日
、
桓
武
天
皇
は
自
身
の
皇
女
で
あ
る
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親
王
に
同
時
に
加
笄
の
儀

を
受
け
さ
せ
る
と
（『
日
本
紀
略
』）、
ほ
ぼ
同
時
に
安
殿
（
平
城
）・
神
野
（
嵯
峨
）・
大
伴
親
王
（
淳
和
）
と
い
っ
た
、
皇
位
継
承
し
得
る

有
力
な
親
王
達
へ
と
配
し
て
い
る
。

　

ま
た
桓
武
天
皇
は
、
皇
女
の
婚
出
に
関
し
て
も
大
き
な
改
革
を
行
っ
て
お
り
、
延
暦
十
二
年
の
詔（
（（
（

で
は
、
そ
れ
ま
で
律
令
に
よ
っ
て
皇
親

以
外
と
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
皇
女
に
対
し
、
三
世
女
王
以
下
と
大
臣
・
良
家
、
二
世
女
王
以
下
と
藤
原
氏
の
結
婚
を
認
め
て
い
る
。

即
ち
、
二
世
・
三
世
の
皇
親
が
臣
下
に
接
近
す
る
こ
と
を
許
し
準
皇
族
化
さ
せ
た
の
に
対
し
、
桓
武
天
皇
の
血
を
引
く
一
世
王
の
格
を
向
上
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さ
せ
、
正
統
な
皇
親
の
範
囲
を
縮
小
し
た
の
で
あ
る
（
時
に
一
世
王
の
ほ
と
ん
ど
が
桓
武
天
皇
の
皇
子
女
で
あ
っ
た
）。

　

こ
の
よ
う
に
桓
武
天
皇
は
、
先
の
天
武
系
の
血
統
保
持
者
で
あ
る
浄
原
王
（
四
世
王
）
や
、
血
筋
の
遠
い
皇
親
の
格
を
落
と
し
、
自
身
の

皇
子
女
を
優
遇
、
か
つ
自
身
の
血
を
引
く
皇
子
に
自
身
の
血
を
引
く
皇
女
を
娶
ら
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
桓
武
系
の
血
を
引
く
皇
族
の
再
生

産
と
、
ミ
ウ
チ
の
結
束
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
桓
武
天
皇
の
意
図
に
よ
っ
て
三
内
親
王
は
親
王
に
入
侍
し
た
の
で
あ
り
、
次
の
平
城
天
皇
も
朝
原
、
大
宅
両
内
親
王
を
妃
と
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
平
城
天
皇
が
尚
侍
・
藤
原
薬
子
を
寵
愛
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
県
犬
養
系
内
親
王
の
断
絶
を
も
た
ら
す

な
ど
、
桓
武
天
皇
の
政
策
は
踏
襲
さ
れ
て
い
な
い
。

2　

嵯
峨
朝

　

一
方
嵯
峨
天
皇
の
後
宮
を
見
る
と
、
妃
に
高
津
内
親
王
が
い
る
も
の
の
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
橘
嘉
智
子
立
后
以
前
に
は
廃
妃
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
は
高
津
内
親
王
所
生
の
皇
子
・
業
良
親
王
の
精
神
的
な
異
常
（『
三
代
実
録
』
貞
観
十
年
正
月
十
一
日
条（
（（
（

）
が
原
因
と
も
言
わ
れ
る

が
、
業
良
親
王
が
嘉
智
子
所
生
の
正
良
親
王
（
仁
明
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
図
的
に
精
神
の
異
常
を
言
い
立
て

ら
れ
た
可
能
性
も
有
り
得
る
。
し
か
も
業
良
親
王
は
生
母
・
高
津
内
親
王
が
廃
妃
さ
れ
て
い
な
が
ら
臣
籍
に
降
下
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
五
月
廿
九
日
に
は
備
前
国
に
荒
廃
田
十
九
町
を
賜
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
（『
日
本
後
紀
』）、
厚
遇
で
は
な
い
が
、
生
母
が
廃
妃
さ
れ
て
い
た
に
し
て
は
、
決
し
て
不
遇
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
即

ち
、
高
津
内
親
王
の
廃
妃
は
非
常
に
不
自
然
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
嵯
峨
天
皇
の
後
宮
の
特
色
と
し
て
、
内
親
王
で
も
先
例
の
あ
る
藤
原
氏
で
も
な
い
、
橘
氏
出
身
の
嘉
智
子
が
立
后
し
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

　

中
林
隆
之
氏（
（（
（

は
嵯
峨
天
皇
の
キ
サ
キ
に
つ
い
て
、
①
桓
武
天
皇
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
事
を
意
図
し
た
高
津
内
親
王
・
長
岡
氏
の
入
内
、

②
天
武
系
・
そ
の
他
王
族
末
裔
氏
族
（
以
下
「
王
氏
」
と
記
す
）
の
入
内
（
高
階
氏
・
文
屋
氏
・
交
野
女
王
）、
③
天
武
・
天
智
両
統
の
源

流
た
る
敏
達
―
舒
明
系
譜
に
連
な
る
王
氏
の
入
内
（
橘
氏
・
大
原
氏
・
甘
南
備
氏
）、
④
非
敏
達
系
王
氏
の
入
内
（
多
治
比
氏
・
当
麻
氏
）

と
い
う
四
つ
の
傾
向
が
あ
り
、
王
氏
子
女
の
入
内
が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
中
で
も
橘
美
千
代
―
諸
兄

―
奈
良
麻
呂
―
清
友
か
ら
続
く
橘
氏
直
系
の
嘉
智
子
の
尊
貴
性
は
別
格
で
あ
り
、
王
氏
勢
力
の
中
核
的
存
在
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
し
、
嘉

智
子
立
后
の
一
因
と
し
て
い
る
。

　

即
ち
、
嵯
峨
天
皇
は
桓
武
天
皇
の
よ
う
な
族
内
婚
に
よ
る
血
統
の
強
化
・
尊
貴
性
に
は
拘
ら
ず
、
多
く
の
王
氏
子
女
と
の
婚
姻
に
よ
り
、

分
離
し
つ
つ
あ
っ
た
王
族
・
王
氏
と
の
結
束
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

　

ゆ
え
に
起
こ
り
得
た
の
が
、
高
津
内
親
王
を
廃
妃
し
た
上
で
の
嘉
智
子
立
后
で
あ
る
。

　

そ
し
て
嘉
智
子
を
立
后
す
る
た
め
に
は
、
皇
后
と
し
て
の
条
件
を
備
え
て
い
た
高
津
内
親
王
を
廃
妃
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
う
し
た
内
親
王
廃
妃
の
事
例
を
見
る
と
、
一
見
嵯
峨
朝
に
は
内
親
王
入
内
の
意
義
が
薄
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
あ
く
ま
で
嘉
智
子
立
后
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
が
内
親
王
入
内
を
拒
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
次
の
淳

和
天
皇
に
、
嵯
峨
天
皇
が
自
身
の
皇
女
を
娶
ら
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

3　

淳
和
朝

　

桓
武
天
皇
の
キ
サ
キ
二
十
七
名
、
嵯
峨
天
皇
の
キ
サ
キ
二
十
九
名
に
対
し
、
淳
和
天
皇
の
キ
サ
キ
は
十
二
名
と
減
少
し
、
し
か
も
そ
の
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内
二
名
が
内
親
王
で
あ
る
。（
表
2
、
並
び
に
皇
妃
一
覧
参
照
）

　

親
王
時
代
に
入
侍
し
た
と
思
わ
れ
る
桓
武
皇
女
・
高
志
内
親
王
は
、
嵯
峨
朝
に
入
っ
て
す
ぐ
の
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
五
月
に
没
し
て
い

る
。
薨
伝
に
よ
る
と
「
三
品
高
志
内
親
王
薨
、
遣
三
レ
使
監
二│

護
喪
事
一、
詔
贈
二
一
品
一、
内
親
王
者
、
桓
武
天
皇
第
二
女
、
皇
帝
同
母
妹
也
、

天
皇
尤
所
二
鍾
愛
一、
配
二
淳
和
天
皇
一、
生
二
三
品
恒
世
親
王
、
氏
子
、
有
子
、
貞
子
内
親
王
一、
薨
時
年
廿
一
、」（『
日
本
紀
略
』
大
同
四
年
五

月
七
日
条
）
と
あ
っ
て
、
高
志
内
親
王
が
嵯
峨
天
皇
の
同
母
妹
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
鍾
愛
の
皇
女
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
淳
和
天
皇

即
位
の
後
に
は
皇
后
を
追
贈
さ
れ
た
（『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
六
月
六
日
条
）。

　

高
志
内
親
王
所
生
の
恒
世
王
（
後
に
親
王
）
は
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
淳
和
天
皇
踐
祚
に
際
し
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を

固
辞
し
、
代
わ
っ
て
嵯
峨
皇
子
・
正
良
親
王
（
仁
明
）
が
立
太
子
す
る
（『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
四
月
十
六
日
条
）。
そ
の
後
も
嵯
峨

太
上
天
皇
が
詔
し
て
、「
亡
妹
高
志
内
親
王
者
、
下
愚
之
同
胞
、
先
帝
之
愛
女
也
、」
と
し
た
上
で
恒
世
親
王
を
皇
太
子
と
す
る
が
、
や
は
り

淳
和
天
皇
に
よ
っ
て
固
辞
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
五
月
廿
八
日
条
）。
そ
の
立
太
子
―
辞
退
の
過
程
は
儒
教
的
な
謙
遜
の

美
徳
を
表
し
た
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
立
太
子
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
生
母
・
高
志
内
親
王
の
出
自
に
影
響
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

し
か
し
こ
の
恒
世
親
王
は
間
も
な
く
、
淳
和
朝
の
天
長
三
年
（
八
二
六
）
に
二
十
二
歳
で
薨
じ
て
お
り
、「
天
皇
悲
痛
、
久
不
レ
視
レ

朝
、」（『
日
本
紀
略
』
天
長
三
年
四
月
十
日
条
）
と
し
て
死
を
惜
し
ま
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
高
志
内
親
王
と
恒
世
親
王
は
い
ず
れ
も
早
世
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
淳
和
天
皇
の
キ
サ
キ
と
な
っ
た
正
子
内
親
王
は
長
寿
で
、

元
慶
三
年
（
八
七
九
）
七
十
一
歳
で
の
薨
去
で
あ
る
。

　

正
子
内
親
王
は
嵯
峨
天
皇
を
父
、
皇
后
・
橘
嘉
智
子
を
母
と
し
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）、
正
良
親
王
の
双
子
の
同
母
姉
（
あ
る
い
は

妹
）
と
し
て
生
ま
れ
た
。
入
内
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
所
生
の
恒
貞
親
王
が
天
長
二
年
（
八
二
五
）
の
生
ま
れ
で
、
出
産
時
が
十
六
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歳
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
淳
和
天
皇
の
即
位
前
後
の
十
三
、
四
歳
の
頃
に
父
・
嵯
峨
天
皇
の
意
図
の
も
と
入
内
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

高
志
内
親
王
所
生
の
恒
世
親
王
が
薨
じ
た
翌
年
、
正
子
内
親
王
は
天
長
四
年
（
八
二
七
）
二
月
廿
八
日
に
立
后
す
る
（『
日
本
紀
略
』）。

薨
伝
に
よ
る
と
、「
后
美
二
姿
顔
一、
貞
婉
有
二
禮
度
一、
存
二
母
儀
之
徳
一、
中
表
則
レ
之
、」
と
い
う
人
柄
で
、「
太
上
天
皇
（
嵯
峨
）、
太
皇
太
后

（
嘉
智
子
）、
甚
鍾
二│

愛
之
一、」
し
た
と
い
う
（『
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
三
月
廿
三
日
条
）。

　

天
長
十
年
（
八
三
三
）
二
月
廿
八
日
、
仁
明
天
皇
が
踐
祚
す
る
と
、
同
卅
日
に
は
正
子
内
親
王
所
生
の
恒
貞
親
王
が
立
太
子
さ
れ
（『
続

日
本
後
紀
』）、
承
和
九
年
（
八
四
二
）
承
和
の
変
に
よ
り
廃
太
子
さ
れ
る
ま
で
は
、
名
実
と
も
に
時
の
人
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
入
内
し
た
内
親
王
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
の
は
、
淳
和
天
皇
が
皇
后
腹
で
は
な
い
嵯
峨
天
皇
の
異
母
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

桓
武
天
皇
は
三
人
の
女
の
内
、
尤
も
高
貴
で
、
尤
も
鍾
愛
す
る
平
城
・
嵯
峨
天
皇
同
母
妹
の
高
志
内
親
王
を
、
平
城
・
嵯
峨
天
皇
と
は
生

母
の
異
な
る
夫
人
腹
の
淳
和
天
皇
に
娶
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
兄
弟
に
よ
る
皇
位
継
承
を
意
図
し
た
上
で
、
正
統
性
の
劣
る
淳
和
天
皇
の
血

筋
を
高
志
内
親
王
の
血
筋
を
以
て
正
統
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
じ
く
正
子
内
親
王
も
、
仁
明
天
皇
と
同
母
、

皇
后
腹
と
い
う
尊
貴
性
を
担
っ
て
淳
和
天
皇
に
入
内
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
皇
権
を
威
儀
付
け
る
一
助
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
内
親
王
の
入
内
が
、
淳
和
天
皇
の
皇
権
を
権
威
付
け
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
正
子
内
親
王
の
入
内

が
嵯
峨
上
皇
の
斡
旋
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
平
安
初
期
に
見
ら
れ
る
特
異
な
皇
位
継
承
法
か
ら
言
え
る
。

4　

皇
位
継
承
法
と
内
親
王

　

平
安
初
期
の
皇
位
継
承
に
お
け
る
特
色
は
、
父
子
で
は
な
く
兄
弟
、
あ
る
い
は
伯
父
甥
、
従
兄
弟
間
で
立
太
子
―
即
位
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
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桓
武
天
皇
は
は
じ
め
弟
の
早
良
親
王
を
皇
太
子
と
し
、
次
の
平
城
天
皇
も
ま
た
弟
の
神
野
親
王
（
嵯
峨
）
を
。
嵯
峨
天
皇
も
は
じ
め
は
兄

の
平
城
上
皇
の
子
で
あ
る
高
岳
親
王
を
立
太
子
し
、
廃
太
子
後
は
弟
の
大
伴
親
王
（
淳
和
）
を
。
淳
和
天
皇
は
嵯
峨
上
皇
の
子
で
あ
る
甥
の

正
良
親
王
（
仁
明
）
を
、
仁
明
天
皇
は
淳
和
上
皇
の
子
で
あ
る
従
弟
の
恒
貞
親
王
を
立
太
子
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

早
良
親
王
、
高
岳
親
王
、
恒
貞
親
王
な
ど
廃
太
子
が
相
次
い
だ
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
皇
位
の
継
承
が
複
雑
化
し
た
の

は
、
薬
子
の
変
に
伴
う
平
城
上
皇
と
の
軋
轢
を
経
た
嵯
峨
天
皇
が（
（（
（

、
譲
位
の
一
般
化
に
伴
っ
て
見
出
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
（
オ
ジ
甥
相

承
）
ゆ
え
で
あ
る
と
、
瀧
浪
貞
子
氏
は
述
べ
て
い
る（
（（
（

。
即
ち
、
譲
位
制
に
基
づ
く
皇
位
継
承
法
を
円
滑
に
運
用
す
る
た
め
に
、
し
か
る
べ
き

「
次
々
代
の
継
承
者
」（
次
代
の
天
皇
の
皇
太
子
）
を
も
定
め
る
意
図
で
、
こ
う
し
た
オ
ジ
か
ら
甥
へ
の
皇
位
継
承
法
を
行
い
、
譲
位
に
よ
る

皇
権
の
安
定
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
嵯
峨
上
皇
が
女
・
正
子
内
親
王
を
弟
・
淳
和
天
皇
に
入
内
さ
せ
た
こ
と
は
、
族
内
婚
を
重
視
し
な
か
っ
た
嵯
峨
天
皇
の
方
針

と
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
淳
和
系
と
嵯
峨
系
の
二
系
統
が
迭
立
す
る
皇
位
継
承
法
を
構
想
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ま

さ
に
両
系
統
の
紐
帯
を
強
固
に
す
る
た
め
に
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

　

も
っ
と
も
内
親
王
の
入
内
は
こ
の
正
子
内
親
王
を
最
後
に
途
絶
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
仁
明
天
皇
や
恒
貞
親
王
に
内
親
王
が
入
内
し
た
様
子

は
見
ら
れ
な
い
。

　

淳
和
上
皇
の
皇
女
が
仁
明
天
皇
に
配
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
春

名
宏
明
氏
は
、
嵯
峨
上
皇
は
淳
和
天
皇
と
の
融
合
に
力
を
尽
く
し
た
が
、

淳
和
天
皇
が
あ
く
ま
で
そ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
が（
（（
（

、
（系図 1）平安初期の皇位継承

　
　
　
　
　
　
　
　

平
城　
　
　
　

高
岳
親
王
×

　

桓
武　
　
　
　
　

嵯
峨　
　
　
　

仁
明　
　
　
　

文
徳

　

早
良
親
王
×　
　
　
　
　
　
　

恒
貞
親
王
×

　
　
　
　
　
　
　
　

淳
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
世
親
王
×

平安初期における内親王入内の意義について15



し
か
し
嵯
峨
上
皇
、
淳
和
天
皇
の
関
係
如
何
に
関
係
な
く
、
そ
も
そ
も
淳
和
天
皇
へ
の
内
親
王
入
内
は
単
発
的
な
紐
帯
の
た
め
の
入
内
で
あ

り
、
桓
武
朝
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
永
続
的
な
族
内
婚
に
よ
る
ミ
ウ
チ
政
策
と
専
制
王
権
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
嵯
峨
上
皇
の
意

図
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
は
、「
嵯
峨
―
嘉
智
子
」
の
血
統
が
最
も
正
統
な
血
筋
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
正
子

内
親
王
を
介
し
て
こ
の
血
筋
を
取
り
入
れ
た
恒
貞
親
王
に
も
、
勿
論
仁
明
天
皇
に
も
、
も
は
や
内
親
王
を
妃
と
し
て
正
統
性
を
強
化
せ
ね
ば

な
ら
な
い
理
由
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
単
発
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
入
内
す
る
内
親
王
の
尊
貴
性
は
別
格
と
な
り
、
皇
権
を
威
儀
付
け
得
る
程
の
効
力
を
有
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
恒
貞
親
王
の
正
統
性
は
母
・
正
子
内
親
王
を
介
し
て
付
与
さ
れ
た
。
即
ち
、
正
子
内
親
王
は
嵯
峨
系
・
淳
和
系
両
統
を
結

ぶ
仲
介
者
と
な
る
た
め
に
、
入
内
し
た
の
で
あ
る
。

三　

内
親
王
入
内
の
役
割
と
そ
の
意
義

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
安
初
期
に
見
ら
れ
た
内
親
王
の
入
内
は
、
桓
武
の
族
内
婚
に
よ
る
ミ
ウ
チ
強
化
の
方
針
と
、
嵯
峨
上
皇
に
よ
る
新
た

な
皇
位
継
承
法
に
お
け
る
二
系
統
の
仲
介
を
理
由
と
し
て
実
現
し
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
特
に
後
者
に
関
し
て
は
、
内
親
王
な
く
し
て
起

こ
り
得
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。

　

で
は
、
嵯
峨
系
・
淳
和
系
両
系
統
の
仲
介
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
入
内
に
お
い
て
、
内
親
王
が
担
っ
た
役
割
と
そ
の
意
義
と
は
何
で
あ
っ

た
の
か
を
、
こ
の
第
三
章
で
述
べ
て
ゆ
く
。
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1　

内
親
王
入
内
の
役
割

　

そ
も
そ
も
飛
鳥
時
代
に
は
、
内
親
王
の
入
内
が
立
后
―
国
母
へ
と
直
結
し
て
い
た
こ
と
を
第
一
章
で
述
べ
た
。
皇
女
は
入
内
す
る
こ
と
で

皇
太
子
を
生
む
役
割
と
、
天
皇
の
政
務
を
輔
弼
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
役
割
は
奈
良
時
代
に
か
け
て
喪
失
し
た
が
、
し

か
し
皇
統
と
皇
統
を
結
び
つ
け
、
皇
子
に
王
権
を
も
た
ら
す
こ
と
の
で
き
る
尊
貴
な
身
分
を
有
し
て
い
た
。

　

正
子
内
親
王
の
入
内
も
、
先
帝
の
内
親
王
が
天
皇
に
入
内
し
て
皇
太
子
を
生
む
と
い
う
形
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た
旧
例
と
一
致
す
る
。

　

但
し
、
飛
鳥
時
代
に
は
譲
位
制
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
皇
女
が
天
皇
に
入
内
し
た
時
に
は
す
で
に
皇
女
の
父
天
皇
や
兄
天
皇
が

崩
じ
て
い
る
の
が
主
で
あ
り
、
妃
と
な
る
皇
女
を
介
し
て
先
帝
と
現
帝
を
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
皇
女
は
、
皇
太
子
と
現
帝
と
い

う
父
子
を
結
び
つ
け
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
系
図
2
）。

　

し
か
し
正
子
内
親
王
の
事
例
で
は
譲
位
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
内
親
王
入
内
時
に
は
父
・
嵯
峨
上
皇
や
兄（
（（
（

・
仁
明
天
皇
が
ま
だ
生
存

し
て
い
る
。
よ
っ
て
正
子
内
親
王
の
果
た
し
た
役
割
は
、
こ
う
し
た
父
や
兄
の
外
戚
系
統
と
、
夫
方
に
存
在
す
る
皇
太
子
の
父
系
系
統
と
を
、

先
帝
の
皇
女
と
し
て
の
血
筋
（
母
系
）
に
よ
っ
て
繋
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た
（
系
図
3
）。

　

即
ち
、
同
じ
繋
ぐ
役
割
で
あ
っ
て
も
、
正
子
内
親
王
の
入
内
は
正
統
性
の
付
与
に
留
ま
ら
ず
、
生
存
し
て
い
る
上
皇
と
天
皇
、
上
皇
と
外

孫
（
外
甥
）
と
な
る
皇
太
子
と
を

先
帝
の
血
筋
と
い
う
立
場
か
ら
繋

ぐ
と
い
う
、
新
た
な
皇
位
継
承
法

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
、
新
た
な

役
割
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
①
先
帝　
　
内
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
子

　
　
　
　
　

②
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
子

　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　

③
天
皇

　
①
上
皇

　
　
　
　
　

内
親
王

�

皇
太
子

　
　
　
　
　

②
天
皇

（系図 2）
飛鳥時代の内親王入内

（系図 3）
平安初期の内親王入内
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で
は
、
母
内
親
王
を
介
す
る
こ
と
で
、
所
生
の
皇
子
が
外
戚
と
な
る
母
方
の
祖
父
上
皇
や
伯
父
天
皇
と
血
縁
的
な
紐
帯
を
結
び
得
た
の
か
。

内
親
王
を
介
す
る
こ
と
で
、
嵯
峨
系
・
淳
和
系
の
両
系
統
が
、
親
密
な
関
係
と
成
り
得
た
の
か
。

　

こ
れ
は
、
高
志
内
親
王
所
生
の
恒
世
親
王
皇
子
・
正
道
王
と
、
高
志
内
親
王
の
甥
・
仁
明
天
皇
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

早
い
段
階
か
ら
大
伴
親
王
（
淳
和
）
に
入
侍
し
て
い
た
高
志
内
親
王
は
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に
薨
去
し
て
い
る
。
同
じ
く
恒
世
親
王

も
天
長
三
年
（
八
二
六
）
に
薨
去
し
て
お
り
、
こ
の
時
所
生
の
正
道
王
は
ま
だ
五
歳
で
あ
っ
た
。

　

正
道
王
は
、「
故
中
務
卿
三
品
恒
世
親
王
之
子
、
而
後
太
上
天
皇
之
孫
也
、
後
太
上
天
皇
殊
鍾
愛
、
令
二
天
皇
為一レ
子
、
毎
陪
二
殿
上
一、」

（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
八
月
廿
六
日
条
）、「
縁
二
後
太
上
天
皇
之
付
属
一、
今
帝
亦
鍾
二
寵
愛
一、」（『
同
』
承
和
八
年
六
月
十
一
日
条
）
と

あ
る
よ
う
に
、
祖
父
・
淳
和
上
皇
（
後
太
上
天
皇
）
や
祖
母
の
甥
・
仁
明
天
皇
（
今
帝
）
に
鍾
愛
さ
れ
、
ま
た
仁
明
天
皇
（
天
皇
）
の
子
と

な
り
、
い
つ
も
天
皇
の
傍
に
陪
侍
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
正
道
王
は
父
系
に
あ
た
る
淳
和
天
皇
だ
け
で
な
く
、
祖
母
・
高
志
内
親
王
方
の

親
族
と
な
る
仁
明
天
皇
と
の
間
に
、
鍾
愛
さ
れ
る
だ
け
の
関

わ
り
と
、
養
子
に
な
る
だ
け
の
近
親
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
恒
世
親
王
家
が
母
系
家
族
と
の
繋
が
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
と
し
て
お
り
、
よ
っ
て
恒
世
親
王
の

異
母
弟
で
あ
る
恒
貞
親
王
も
ま
た
、
嵯
峨
上
皇
、
仁
明
天
皇

と
濃
い
外
戚
関
係
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

即
ち
、
淳
和
皇
子
で
あ
る
恒
貞
親
王
は
淳
和
天
皇
の
系
統

に
属
し
て
い
る
が
、
外
祖
父
・
嵯
峨
上
皇
や
外
伯
父
・
仁
明

藤
原
乙
牟
漏　
　

平
城
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
明
天
皇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

嵯
峨
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
子
内
親
王

桓
武
天
皇　
　
　

高
志
内
親
王　
　
　
　
　
　
　

恒
貞
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
世
親
王　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淳
和
天
皇

藤
原
旅
子

正
道
王

正
道
王
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天
皇
と
の
近
親
意
識
を
持
ち
得
、
両
系
統
に
密
接
に
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
恒
貞
親
王
を
両
系
統
の
融
合
し
た
正
統
な

皇
位
継
承
者
と
し
た
母
・
正
子
内
親
王
が
、
新
た
な
譲
位
制
に
お
い
て
、
上
皇
（
天
皇
）
と
皇
太
子
と
の
関
係
を
築
く
た
め
の
媒
介
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
た
た
め
に
実
現
し
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

内
親
王
は
、
二
系
統
が
迭
立
す
る
新
た
な
皇
位
継
承
法
に
お
い
て
、
皇
位
を
共
有
す
る
二
つ
の
系
統
と
系
統
を
繋
ぎ
、
潤
滑
に
皇
位
を
継

承
す
る
た
め
の
紐
帯
を
築
く
媒
介
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

2　

内
親
王
入
内
の
意
義

　

で
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
内
親
王
の
「
皇
位
の
系
統
と
系
統
を
繋
ぎ
紐
帯
を
図
る
」
と
い
う
役
割
が
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ

た
の
か
。
そ
の
意
義
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
の
か
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
正
子
内
親
王
の
入
内
は
、
前
の
皇
位
と
次
の
皇
位
を
繋
が
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
、
即
ち
嵯
峨
上
皇
の
意
図
し
た
新
た
な
皇

位
継
承
法
（
オ
ジ
甥
相
承
）
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
承
和
九
年
（
八
四
二
）
に
起
き
た
承
和
の
変
を
機

に
恒
貞
親
王
は
廃
太
子
さ
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
オ
ジ
甥
相
承
は
瓦
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

承
和
の
変
と
は
、
承
和
九
年
の
嵯
峨
上
皇
の
崩
御
を
機
と
し
て
起
き
た
、
恒
貞
親
王
廃
太
子
と
仁
明
皇
子
・
道
康
親
王
（
文
徳
）
立
太
子

を
目
的
と
し
た
政
変
で
あ
る
。

　

承
和
九
年
七
月
十
五
日
、
オ
ジ
甥
相
承
の
提
唱
者
で
あ
る
嵯
峨
上
皇
が
崩
御
す
る
と
、
そ
の
わ
ず
か
二
日
後
の
十
七
日
、
阿
保
親
王
か
ら

嵯
峨
皇
后
橘
嘉
智
子
へ
、
伴
健
岑
・
橘
逸
勢
ら
が
恒
貞
親
王
を
奉
じ
て
国
家
を
傾
け
よ
う
と
謀
っ
て
い
る
と
い
う
密
告
が
も
た
ら
さ
れ
た

（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
七
月
十
七
日
条
）。
そ
の
旨
を
更
に
伝
奏
さ
れ
た
藤
原
北
家
の
良
房
が
仁
明
天
皇
へ
と
上
奏
し
、
恒
貞
親
王
の

廃
太
子
と
（
同
七
月
廿
四
日
条
）、
恒
貞
親
王
の
外
戚
に
当
た
る
橘
氏
の
永
名
、
真
直
、
清
蔭
ら
が
左
遷
、
並
び
に
良
房
と
対
立
関
係
に
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あ
っ
た
式
家
の
愛
発
ら
を
は
じ
め
と
す
る
東
宮
関
係
者
二
十
八
名
が
処
断
さ
れ
た
（
同
七
月
廿
六
日
条
）
事
件
で
あ
る
。
通
説
で
は
承
和
の

変
は
、
藤
原
良
房
が
伴
氏
ら
旧
豪
族
の
打
倒
を
策
謀
し
て
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
福
井
俊
彦
氏
、
神
谷
正
昌
氏
ら
は
、
恒
貞
派
官
人
と
仁
明
派
官
人
と
の
対
立
が
発
端
で
あ
る
と
し
て
い
る（
（（
（

。

　

両
氏
は
淳
和
朝
に
藩
屏
の
旧
臣
（
天
皇
の
東
宮
時
代
か
ら
そ
の
藩
屏
と
し
て
仕
え
て
い
た
者（
（（
（

）
が
多
く
登
用
さ
れ
急
速
に
昇
進
し
て
い
る

の
に
対
し
、
仁
明
朝
の
官
人
が
良
吏
や
嵯
峨
上
皇
の
関
係
者
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
官
吏
登
用
の
傾
向
の
違
い
を
指
摘
し
た
上
で
、
承
和

の
変
は
淳
和
派
の
恒
貞
親
王
が
即
位
す
る
こ
と
で
、
恒
貞
派
の
藩
屏
の
旧
臣
勢
力
が
拡
大
す
る
可
能
性
を
危
惧
し
た
仁
明
派
官
人
が
引
き
起

こ
し
た
も
の
だ
と
す
る
。

　

即
ち
、
藤
原
吉
野
・
近
主
ら
藤
原
式
家
勢
力
と
北
家
楓
麻
呂
流
の
貞
守
と
、
女
を
恒
貞
親
王
に
入
侍
さ
せ
て
い
る
愛
発
と
そ
の
子
の
亮
直（
（（
（

、

南
家
の
岑
人
、
秋
常
ら
と
い
っ
た
淳
和
―
恒
貞
派
の
官
人
と
、
嵯
峨
天
皇
の
女
・
源
潔
姫
の
降
嫁
を
受
け
る
ほ
ど
の
優
遇
を
さ
れ
て
い
た
藤

原
良
房（
（（
（

を
は
じ
め
と
す
る
、
北
家
の
冬
嗣
や
総
継
、
そ
れ
に
南
家
三
守
ら
の
嵯
峨
―
仁
明
派
官
人
と
が
対
立
し
た
結
果
起
こ
っ
た
と
す
る
の

で
あ
る
。

　

実
際
に
、
承
和
の
変
を
機
に
藤
原
氏
は
他
氏
排
斥
に
成
功
し
、
ま
た
氏
族
内
で
の
抗
争
に
決
着
を
つ
け
、
北
家
が
台
頭
。
外
甥
・
道
康
親

王
の
立
太
子
と
い
う
外
戚
政
策
に
も
成
功
し
た
こ
と
で
、
藤
原
氏
は
勢
力
の
一
本
化
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
藤
原
北
家
勢
力
の
台
頭
と
外
戚
政
策
の
成
功
が
、
ひ
い
て
は
オ
ジ
甥
相
承
の
瓦
解
へ
と
繋
が
っ
た
。

　

も
し
も
嵯
峨
上
皇
が
意
図
し
た
ま
ま
に
淳
和
―
仁
明
―
恒
貞
―
文
徳
と
皇
位
が
継
承
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
間
も
な
く
疎
遠
と
な
っ
た
血

縁
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
再
び
内
親
王
の
入
内
が
起
こ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
仁
明
―
文
徳
以
後
、
父
子
直
系
の
皇
位
継
承
法
が
定

着
し
た
こ
と
で
、
系
統
の
違
う
上
皇
と
天
皇
と
を
繋
ぎ
、
傍
流
の
皇
権
を
威
儀
付
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
な
内
親
王
の
役
割
は
必
要
と

さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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し
か
も
内
親
王
は
も
と
よ
り
、
入
内
す
る
こ
と
で
立
后
―
国
母
と
成
り
得
る
存
在
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
奈
良
時
代
の
藤
原
氏
の
台
頭
期
に
、

文
武
天
皇
や
聖
武
天
皇
が
キ
サ
キ
と
し
て
内
親
王
を
娶
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
内
親
王
の
入
内
は
外
戚
政
策
を
狙
う
臣
下
に
と
っ
て
は
幣
害

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
仁
明
朝
以
後
内
親
王
の
入
内
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち
内
親
王
の
入
内
が
藤
原
氏
に
と
っ
て
脅
威
と
成
り

得
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

そ
れ
は
先
の
嵯
峨
系
・
淳
和
系
の
二
系
統
が
迭
立
す
る
状
態
に
お
い
て
、
内
親
王
を
介
す
る
こ
と
で
皇
権
が
譲
渡
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、

即
ち
高
志
・
正
子
内
親
王
の
入
内
は
、
共
に
皇
権
の
所
在
に
お
い
て
脅
威
と
成
り
得
る
ほ
ど
の
重
大
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
入
内
の
役
割
と
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
内
親
王
の
入
内
が
一
貫
し
た

理
由
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
飛
鳥
時
代
以
前
に
見
ら
れ
た
内
親
王
の
入
内
と
も
意
義
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　

飛
鳥
時
代
ま
で
の
内
親
王
は
、
恒
常
的
に
天
皇
に
入
内
し
、
立
后
、
国
母
に
な
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
奈
良
時
代
に
至
っ
て

藤
原
氏
の
外
戚
政
策
を
機
に
入
内
を
阻
ま
れ
た
こ
と
で
、
入
内
と
い
う
役
割
を
一
時
的
に
喪
失
す
る
。
更
に
藤
原
安
宿
媛
の
立
后
に
よ
り
、

内
親
王
の
み
が
皇
后
に
立
ち
得
る
と
い
う
原
則
を
も
瓦
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
皇
統
を
継
げ
な
い
女
帝
・
孝
謙
天
皇
（
称
徳
）
の
即
位
に
よ
り
草
壁
皇
統
は
断
絶
し
、
皇
位
の
父
子
直
系
相
承
、
並
び
に
藤
原
氏

の
外
戚
政
策
も
途
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
井
上
内
親
王
を
妃
と
す
る
光
仁
天
皇
の
即
位
が
実
現
し
、
再
び
内
親
王
は
入
内
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し
て
「
皇
統
を
繋
ぐ
」
と
い
う
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
淳
和
皇
后
・
正
子
内
親
王
に
至
る
ま
で
七
名
の
内
親

王
が
入
内
す
る
。

　

し
か
し
井
上
内
親
王
に
見
ら
れ
た
「
皇
統
を
繋
ぐ
」
役
割
は
、
以
後
の
内
親
王
の
入
内
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
、
①
桓
武
天
皇
の
意

図
し
た
ミ
ウ
チ
強
化
の
政
策
と
皇
統
安
泰
の
た
め
（
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親
王
）
と
、
②
嵯
峨
天
皇
の
意
図
し
た
新
た
な
皇
位
継
承
法
に

伴
う
、
皇
位
の
系
統
と
系
統
を
繋
ぐ
た
め
（
正
子
内
親
王
）
と
い
う
理
由
で
、
入
内
し
て
い
る
。

　

特
に
②
に
関
し
て
は
、
飛
鳥
時
代
以
前
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
天
皇
と
皇
太
子
を
繋
ぐ
「
国
母
」
と
な
る
こ
と
に
意
義
を
持
つ
入
内
で
は
な

く
、
上
皇
と
天
皇
と
皇
太
子
と
を
繋
ぎ
、
皇
位
継
承
し
得
る
二
系
統
の
「
紐
帯
の
要
」
と
な
る
こ
と
に
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
即
ち
、
平
安

初
期
に
お
け
る
内
親
王
は
、
皇
権
を
譲
渡
す
る
た
め
の
仲
介
者
で
あ
り
、
皇
権
の
所
在
に
お
い
て
重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
で
は
入
内
、
特
に
皇
后
腹
の
高
志
・
正
子
内
親
王
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
て
き
た
が
、
勿
論
、
そ
の
他
大
多
数

の
内
親
王
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
後
、
平
安
初
期
に
お
け
る
内
親
王
研
究
の
更
な
る
論
点
と
し
て
、
①
皇
親
と
し
て
の
内
親
王
の
立
ち
位
置
、
②
嵯
峨
朝
に
お
け
る
皇
女

の
源
氏
賜
姓
、
③
嵯
峨
朝
の
斎
院
制
の
創
始
に
伴
う
内
親
王
の
新
た
な
役
割
の
創
出
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
し
か
し
平
安
初
期
、
皇
権
の
所
在
に
お
い
て
内
親
王
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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【
註
】

（
1
）
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
施
行
（
文
武
朝
）
の
『
大
宝
令
』
も
『
養
老
令
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
元
明
朝
以
後
に

不
改
常
典
（
皇
位
嫡
系
相
承
の
原
則
）
が
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
と
共
に
、
一
世
王
を
二
世
以
下
の
王
と
差
別
化
し
、
特
別
視
す
る
意
図
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
2
）
淳
仁
天
皇
は
父
が
天
武
皇
子
・
舎
人
親
王
で
あ
る
た
め
、
自
身
は
天
武
天
皇
の
二
世
王
で
あ
り
、
そ
れ
は
淳
仁
天
皇
の
兄
弟
・
姉
妹
も
同

様
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
即
位
後
、
親
王
・
内
親
王
で
は
な
い
自
身
の
兄
弟
・
姉
妹
・
子
女
に
改
め
て
親
王
・
内
親
王
の
号
を
宣
下
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
が
先
例
と
な
っ
て
以
後
親
王
・
内
親
王
宣
下
が
定
着
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
原
則
は
平
安
時
代
に
至
り
、
天
皇
の
子
女
が

必
ず
し
も
皇
族
に
は
列
さ
ず
、
源
氏
賜
姓
に
よ
る
皇
室
か
ら
の
離
脱
や
出
家
と
い
っ
た
例
が
現
れ
る
な
ど
、
時
代
に
よ
っ
て
意
味
合
い
を
変

化
さ
せ
た
。

（
3
）
文
殊
正
子
「『
内
親
王
』
号
に
つ
い
て
―
『
公
主
』
号
と
の
比
較
―
」（『
古
代
文
化
』
三
八
―
一
〇
．
一
九
八
六
年
）

（
4
）
以
後
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
二
月
十
六
日
条
の
格
の
皇
親
範
囲
の
拡
大
と
共
に
婚
姻
枠
も
拡
大
、『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年
九
月
十
日

条
の
詔
に
よ
り
女
王
の
婚
姻
規
制
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
な
ど
変
化
す
る
が
、
い
ず
れ
も
内
親
王
に
限
っ
て
は
皇
親
と
の
婚
姻
し
か
許
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
5
）
安
田
政
彦
「
醍
醐
内
親
王
の
降
嫁
と
醍
醐
源
氏
賜
姓
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
四
．
二
〇
〇
八
年
）

（
6
）
浅
尾
広
良
「
桐
壼
皇
統
の
始
ま
り
―
后
腹
内
親
王
の
入
内
と
降
嫁
―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
九
（
一
〇
）
二
〇
〇
八
年
）、「
皇
女
の
婚

姻
か
ら
み
た
『
源
氏
物
語
』」（『
京
都
語
文
』
一
七
．
二
〇
一
〇
年
）
他

（
7
）
後
藤
祥
子
「
皇
女
の
結
婚
―
落
葉
宮
の
場
合
―
」（『
源
氏
物
語
の
史
的
空
間
』
所
収
、
一
九
八
六
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
稲
賀
敬
二

「
皇
女
と
結
婚
し
た
中
納
言
兼
左
衛
門
督
―
住
吉
物
語
の
人
物
設
定
と
そ
の
成
立
―
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
六
．
一
九
八
七
年
）、
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服
藤
早
苗
編
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』（
二
〇
〇
二
年
、
小
学
館
）
他

（
8
）
但
し
皆
無
で
は
な
く
、
河
村
政
久
氏
の
「
昌
子
内
親
王
の
入
内
と
立
后
を
め
ぐ
っ
て
」（『
史
叢
』
一
七
．
一
九
七
三
年
）
や
、
間
接
的
な

研
究
は
若
干
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
内
親
王
は
史
料
上
に
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、
実
態
を
確
か
め
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
未
だ
十

分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）
石
和
田
京
子
「
古
代
皇
女
の
役
割
と
そ
の
意
義
―
摂
関
期
を
中
心
と
し
て
―
」（『
聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集
』
二
五
．
二
〇
〇
三
年
）

（
10
）
酒
人
内
親
王
は
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
お
い
て
桓
武
天
皇
と
同
母
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
母
兄
妹
の
結
婚
は
日
本
で
も
固

く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
後
に
桓
武
天
皇
の
妃
と
な
っ
た
酒
人
内
親
王
が
桓
武
天
皇
と
同
母
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
一
文
字
昭
子
氏
は

光
仁
天
皇
即
位
に
際
す
る
皇
子
女
の
叙
位
に
お
い
て
、
酒
人
内
親
王
が
抜
き
ん
で
て
三
品
を
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、『
日
本
後
紀
』
逸
文
に

「
母
贈
吉
野
皇
后
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、『
続
日
本
紀
』
に
桓
武
天
皇
の
母
で
あ
る
高
野
新
笠
の
子
と
し
て
名
前
が
出
て
い
な
い
こ
と

の
三
つ
を
理
由
に
、
酒
人
内
親
王
の
生
母
は
井
上
内
親
王
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
論
で
も
酒
人
内
親
王
は
井
上

内
親
王
の
所
生
と
す
る
。（
一
文
字
昭
子
「
酒
人
内
親
王
」（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
、
二
〇
〇
九
年
、
竹
林
舎
））

（
11
）
瀧
浪
貞
子
「
伊
勢
斎
王
制
の
創
始
」（
後
藤
祥
子
編
『
王
朝
文
学
と
斎
宮
・
斎
院
』
所
収
）。
瀧
浪
氏
は
井
上
・
酒
人
・
朝
原
内
親
王
が
い

ず
れ
も
伊
勢
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
井
上
内
親
王
の
母
・
県
犬
養
広
刀
自
が
聖
武
天
皇
に
入
内
し
得

た
の
は
、
藤
原
氏
が
、
藤
原
安
宿
媛
（
光
明
子
）
を
「
皇
太
子
を
生
む
た
め
の
キ
サ
キ
」
と
し
て
入
内
さ
せ
た
の
に
対
し
、
広
刀
自
に
「
斎

王
を
生
む
た
め
の
キ
サ
キ
」
と
し
て
の
役
割
を
求
め
た
と
い
う
役
割
分
担
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
り
、
安
宿
媛
を
通
じ
て
太
政
官
を
、
広
刀

自
を
通
じ
て
神
祇
官
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
聖
武
系
の
血
を
引
き
、
元
斎
宮
と
し
て
の
尊
貴
性
を
担
っ

て
い
た
井
上
内
親
王
を
介
し
て
光
仁
天
皇
の
即
位
が
実
現
し
、
同
じ
く
斎
宮
を
勤
め
た
酒
人
内
親
王
が
、
皇
権
の
不
安
定
な
桓
武
天
皇
へ
入

内
。
更
に
女
の
朝
原
内
親
王
も
斎
宮
経
験
を
経
て
、
慣
例
の
よ
う
に
入
内
し
て
い
る
。
し
か
し
平
城
天
皇
は
藤
原
薬
子
を
寵
愛
し
た
た
め
に
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朝
原
内
親
王
は
子
に
恵
ま
れ
ず
、
県
犬
養
系
内
親
王
の
入
内
は
三
代
で
途
絶
し
た
。

（
12
）
栗
原
弘
「
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
史
―
藤
原
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
の
理
解
の
た
め
に
―
」（『
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
』
二

五
．
二
〇
〇
二
年
）。
子
は
父
系
に
帰
属
す
る
た
め
、
皇
子
が
臣
下
の
女
を
娶
っ
て
も
所
生
の
子
は
皇
族
に
列
す
る
が
、
皇
女
が
臣
下
に
嫁
い

だ
場
合
は
、
臣
下
に
皇
族
の
血
を
引
く
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
皇
族
の
血
の
流
出
を
防
ぎ
尊
貴
性
を
保
つ
た
め
に
も
、

皇
女
の
婚
出
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。

（
13
）
河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）

（
14
）
服
藤
早
苗
『
平
安
王
朝
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
家
・
王
権
・
性
愛
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）

（
15
）
野
村
忠
夫
氏
は
、
桓
武
朝
後
半
の
藤
原
氏
の
勢
力
衰
退
は
、
参
議
に
起
用
す
べ
き
一
定
の
年
齢
と
還
暦
に
達
し
た
藤
原
氏
子
息
の
不
足
が

原
因
で
あ
る
と
し
（「
桓
武
朝
後
半
期
の
一
・
二
の
問
題
―
延
暦
十
四
年
十
月
八
日
格
を
中
心
に
―
」（『
古
代
学
』
一
〇
．
一
九
六
二
年
））、

佐
藤
宗
諄
氏
も
ま
た
藤
原
氏
勢
力
衰
退
の
原
因
を
、
七
四
〇
、
五
〇
年
代
の
出
生
者
の
少
な
さ
ゆ
え
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「
藤
原
胤
継
暗
殺

事
件
以
後
―
桓
武
朝
に
お
け
る
官
人
構
成
の
基
礎
的
考
察
―
」（『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
一
九
．
一
九
六
九
年
））。
従
っ
て
入
内
し
得

る
女
、
そ
れ
を
後
見
で
き
る
だ
け
の
人
材
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
的
資
源
の
不
足
が
、
桓
武
天
皇
の
専
制
王
権
の
確
立
を

許
し
た
一
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
16
）『
一
代
要
記
』
に
は
同
母
姉
・
簡
子
内
親
王
の
割
注
に
「
配
二
陽
成
院
一、
号
二
釣
殿
宮
一、」
と
あ
り
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
は
綏
子
内
親

王
の
割
注
に
同
文
が
あ
る
が
、
品
位
な
ど
か
ら
見
て
も
陽
成
上
皇
の
妃
と
な
っ
た
の
は
綏
子
内
親
王
の
方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
本
論
で
も
綏
子
内
親
王
と
し
た
。

（
17
）
冷
泉
天
皇
に
入
内
し
た
昌
子
内
親
王
は
藤
原
氏
を
外
戚
に
持
つ
父
・
朱
雀
天
皇
を
早
く
に
亡
く
し
、
同
じ
く
早
く
に
父
を
亡
く
し
た
母
・

煕
子
女
王
同
様
、
藤
原
氏
に
養
育
さ
れ
て
い
た
皇
女
で
あ
る
。
円
融
天
皇
に
入
内
し
た
尊
子
内
親
王
は
冷
泉
天
皇
を
父
と
し
、
藤
原
懐
子
を
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母
と
す
る
。
後
朱
雀
天
皇
に
入
内
し
た
禎
子
内
親
王
は
、
後
に
後
三
条
天
皇
と
な
る
皇
子
を
産
み
、
院
政
期
へ
の
橋
掛
り
と
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
し
か
し
や
は
り
母
は
藤
原
姸
子
で
あ
る
。
後
冷
泉
天
皇
に
入
内
し
た
章
子
内
親
王
、
な
ら
び
に
後
三
条
天
皇
へ
入
内
し
た
馨
子

内
親
王
は
藤
原
威
子
を
母
と
す
る
。
ま
た
堀
河
天
皇
に
入
内
し
た
篤
子
内
親
王
も
、
藤
原
茂
子
を
母
と
し
て
い
る
。
加
え
て
後
三
条
天
皇
を

除
く
以
上
の
天
皇
は
い
ず
れ
も
藤
原
氏
を
生
母
と
し
て
お
り
、
藤
原
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
18
）
高
田
淳
「
桓
武
朝
後
半
期
の
親
王
任
官
に
つ
い
て
」（『
國
史
學
』
一
二
一
．
一
九
八
三
年
）、
宮
永
廣
美
「
桓
武
天
皇
と
外
戚
―
渡
来
系
氏

族
優
遇
説
の
再
検
討
―
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
五
二
．
二
〇
〇
四
年
）

（
19
）
氷
上
川
継
は
天
武
皇
孫
・
塩
焼
王
の
子
で
、
聖
武
皇
女
・
不
破
内
親
王
を
母
と
し
て
い
た
。
延
暦
元
年
閏
正
月
、
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
に

よ
っ
て
捕
え
ら
れ
、
母
共
々
配
流
と
な
っ
た
が
、
同
二
十
四
年
、
許
さ
れ
て
帰
京
し
た
。（『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
閏
正
月
一
日
～
十
九
日

条
）

（
20
）『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年
九
月
十
日
条

詔
曰
、
云
々
、
見
任
大
臣
良
家
子
孫
、
許
レ
娶
二
三
世
已
下
一、
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
摂
レ
政
不
レ
絶
、

以
レ
此
論
レ
之
、
不
レ
可
二
同
等
一、
殊
可
レ
聽
レ
娶
二
二
世
已
下
一
者
、
云
々
、

こ
の
条
に
つ
い
て
は
安
田
政
彦
氏
の
研
究
に
詳
し
い
が
（「
平
安
前
期
の
皇
親
政
策
」（『
平
安
時
代
皇
親
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
八
年
））、
良
家
の
範
囲
や
、
後
々
に
与
え
た
影
響
に
再
考
察
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
内
親
王
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
21
）『
三
代
実
録
』
貞
観
十
年
正
月
十
一
日
条

親
王
清
爽
変
易
、
清
狂
不
レ
慧
、
心
不
レ
能
レ
審
二
特
質
之
地
一、

（
22
）
中
林
隆
之
「
嵯
峨
王
権
論
―
婚
姻
政
策
と
橘
嘉
智
子
の
立
后
を
手
が
か
り
に
―
」（『
市
大
日
本
史
』
一
〇
．
二
〇
〇
七
年
）
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（
23
）
嘉
智
子
の
立
后
が
嵯
峨
天
皇
即
位
か
ら
六
年
も
た
っ
た
弘
仁
六
年
七
月
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
で
き
る
。
そ
の
前
月
に
高
津
内
親
王
所

生
の
嵯
峨
第
一
皇
女
・
業
子
内
親
王
が
薨
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
業
子
内
親
王
は
弟
・
業
良
親
王
の
精
神
的
不
安
を
払
拭
す
る
だ
け
の
存

在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ゆ
え
に
高
津
内
親
王
の
廃
妃
も
、
と
も
す
れ
ば
業
子
内
親
王
の
死
後
、
嘉
智
子
立
后
と
多
治
比
高
子
立
妃
ま
で

の
期
間
に
起
こ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
高
津
内
親
王
は
業
子
内
親
王
生
存
中
、
相
応
の
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
24
）
薬
子
の
変
は
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
平
城
上
皇
が
寵
愛
す
る
藤
原
薬
子
や
そ
の
兄
・
仲
成
と
共
に
平
城
遷
都
と
復
権
を
目
論
ん
だ
事
件

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
嵯
峨
天
皇
は
、
上
皇
が
天
皇
の
皇
権
を
犯
さ
ぬ
よ
う
、
上
皇
の
居
所
を
大
内
裏
外
に
置
く
な
ど
、
譲
位
制
に
関
す

る
政
策
の
構
想
を
持
っ
た
。

（
25
）
瀧
浪
貞
子
「
女
御
・
中
宮
・
女
院

―
後
宮
の
再
編
成
」（『
論
集
平
安
文
学
』
三
．
一
九
九
五
年
）

（
26
）
春
名
宏
明
「
平
安
時
代
の
后
位
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
四
．
二
〇
〇
〇
年
）

（
27
）
仁
明
天
皇
と
正
子
内
親
王
は
双
生
児
で
あ
る
た
め
、
仁
明
天
皇
が
兄
で
あ
っ
た
か
弟
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
便
宜
上
、
本
論

で
は
兄
と
記
し
た
。

（
28
）
福
井
俊
彦
「
承
和
の
変
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
日
本
歴
史
』
二
六
〇
．
一
九
七
〇
年
）、
神
谷
正
昌
「
承
和
の
変
と
応
天
門
の
変
―
平
安

初
期
の
王
権
形
成
―
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
（
一
一
）．
二
〇
〇
二
年
）

（
29
）
福
井
氏
は
こ
れ
を
「
藩
邸
の
旧
臣
」
と
し
、
神
谷
氏
も
そ
れ
に
則
っ
て
い
る
が
、「
藩
邸
」
で
は
江
戸
時
代
等
の
藩
の
邸
宅
を
意
味
し
て
し

ま
う
為
、
皇
室
守
護
、
ひ
い
て
は
近
臣
の
意
を
以
て
「
藩
屏
」
と
語
を
改
め
た
。
藩
屏
と
い
う
語
も
ま
た
時
代
的
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
が
、
先

行
研
究
に
従
っ
て
便
宜
使
用
す
る
。

（
30
）『
続
日
本
後
紀
』（
承
和
九
年
七
月
廿
六
日
条
）
に
は
（
春
宮
）
大
進
・
藤
原
高
直
と
あ
る
が
、
高
直
と
い
う
人
物
は
『
尊
卑
文
脈
』
に
も
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見
ら
れ
ず
、
出
生
が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
高
」
と
「
亮
」
が
間
違
え
や
す
い
字
で
あ
る
こ
と
、
駿
河
守
と
い
う
経
歴
の
重
複
等
か
ら
、

高
直
は
愛
発
の
子
で
あ
る
亮
直
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
す
る
福
井
氏
の
指
摘
に
則
る
（
註
（
28
）
前
掲
論
文
）。

（
31
）
栗
原
弘
氏
（
註
（
12
）
前
掲
論
文
）
に
詳
し
い
。
な
お
潔
姫
は
賜
姓
し
臣
下
と
な
っ
て
い
る
た
め
「
降
嫁
」
と
い
う
語
は
不
適
切
で
あ
る

が
、
便
宜
上
本
論
で
は
「
降
嫁
」
と
記
し
た
。
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（表 2）入内者数内わけ
天皇（親王） 皇女 二世女王 他女王 藤原氏 源氏 他氏族 不明 総数 備考

天武天皇 4 2 3 9

文武天皇 1 1 2

聖武天皇 3 2 5

淳仁天皇 1 1 2

光仁天皇 1 1 2 4 8

桓武天皇 1 10 16 27

平城天皇 3 3 4 10 皇女 1は譲位後

嵯峨天皇 1 1 1 26 29

淳和天皇 2 1 1 7 1 12

仁明天皇 1 6 6 1 14

文徳天皇 1 7 8 16

清和天皇 5 9 5 7 26

陽成天皇 1 1 1 3 6 皇女は譲位後

光孝天皇 1 3 3 6 13

宇多天皇 2 6 2 3 13

醍醐天皇 1 1 8 7 1 18

（保明親王） 3 1 4

朱雀天皇 1 1 2

村上天皇 2 8 1 11

冷泉天皇 1 3 4

円融天皇 1 4 1 6

花山天皇 1 4 2 7 他氏族・平氏

一条天皇 6 6

三条天皇 5 5

後一条天皇 1 1

（敦明親王） 3 1 1 5

御朱雀天皇 1 1 3 5 女王は藤原氏養女

後冷泉天皇 1 2 1 4

後三条天皇 1 3 1 1 6 他氏族・平氏

白河天皇 7 4 2 2 15 他氏族・賀茂氏

堀河天皇 1 3 1 1 6

〈計〉 20 8 15 119 23 103 9 297

※女王の内、何世か不明の者は「他女王」に含んだ

平安初期における内親王入内の意義について29



皇妃一覧
天皇
（皇子） 名前 位 父 母 所生の皇子女 備考 享年

天智天皇

蘇我倉山田遠智娘 嬪 蘇我倉山田石
川麻呂

持統天皇・建弭皇子・
大田皇女

蘇我倉山田姪娘 嬪 蘇我倉山田石
川麻呂 元明天皇・御名部皇女

宅子娘 大友皇子

伊良都賣 施基皇子

阿倍橘娘 嬪 阿倍倉橋麿 飛香皇子・新田部皇女

蘇我常陸娘 嬪 蘇我赤兄 山辺皇女

忍海造色夫古娘 宮人 忍海造小龍 大江皇女・川島皇子・
泉皇女

栗隈首黒姫 宮人 栗隈首徳万 水主皇女

天武天皇

持統天皇 天智天皇 蘇我倉山田遠
智娘 草壁皇子

大田皇女 妃 天智天皇 蘇我倉山田姪
娘 大来皇女・大津皇子

新田部皇女 天智天皇 阿倍橘娘 舎人親王

藤原氷上媛 夫人 藤原鎌足 但馬皇女

大江皇女 天智天皇 忍海造色夫古
娘 弓削皇子・長親王

藤原五百重媛 藤原鎌足 新田部親王

蘇我大蕤媛 夫人 蘇我赤兄 穂積親王・多紀・田形
皇女

尼子媛 胸形君徳善 高市皇子

宍人臣椒媛 宮人 宍人臣大麿 刑部・磯城皇子・詫基
皇女

文武天皇

藤原宮子 夫人 藤原不比等 聖武天皇

石川刀自娘 嬪 広成・広世皇子

紀竈門娘 嬪

聖武天皇

藤原安宿媛 皇后 藤原不比等 県犬養三千代 基王・孝謙（称徳）天
皇

県犬養広刀自 夫人 県犬養唐 井上内親王・安積親
王・不破内親王

藤原某媛 夫人 藤原武智麻呂 竹野女王（？）

藤原某媛 夫人 藤原房前 牟漏女王

橘古那可智 夫人 橘佐為

淳仁天皇
粟田緒姉

某女 安倍内親王

施基皇子 紀橡媛 紀諸人 光仁天皇

光仁天皇

井上内親王 皇后 聖武天皇 県犬養広刀自 他戸親王・酒人内親王 廃后

高野新笠 夫人 高野乙継 桓武天皇・早良親王・
能登内親王

藤原曹子 夫人 藤原永手 藤原良継女か

紀宮子 夫人 紀稲手

藤原産子 藤原百川か 69

尾張女王 湯原親王 薭田親王

県主島姫 県主毛人 弥努麿内親王

県犬養男耳 広根諸勝
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桓武天皇

藤原乙牟漏 皇后 藤原良継 阿倍古美奈 平城天皇・嵯峨天皇・
高志内親王 贈皇太后 31

酒人内親王 妃 光仁天皇 井上内親王 朝原内親王 76

藤原旅子 夫人 藤原百川か 藤原緒姉 淳和天皇 贈妃、贈皇太后

藤原吉子 夫人 藤原是公 橘麻通我か 伊予親王

多治比真宗 夫人 多治比長野
葛原・佐味・賀陽・大
野親王・因幡・安濃内
親王

55

藤原小屎 夫人 藤原鷲取 藤原人数 万多親王

紀乙魚 女御

百済王教法 女御 百済王俊哲

橘常子 女御 橘島田麻呂 大宅内親王 30

藤原仲子 女御 藤原家依

橘御井子 女御 橘入居 賀楽・菅原内親王

橘田村子 女御 橘入居 池上内親王 後に藤原良縄の妻

藤原正子 女御 藤原清成 藤原種継の姉妹

坂上春子 坂上田村麻呂 葛井親王・春日内親王

坂上全子 坂上苅田麻呂 高津内親王 田村麻呂の姉妹

紀若子 紀船守 明日香内親王

藤原上子 藤原小豆麻呂 滋野内親王

藤原河子 藤原大継 仲野親王・安勅・大
井・紀伊・善原内親王

百済王教仁 百済王武鏡 大田親王

河上好 錦部連春人 坂本親王

藤原東子 藤原種継 甘南美内親王

藤原平子 藤原乙叡 伊都内親王（伊豆と
も） 南子とするのは誤り

中臣豊子 中臣大魚 伊勢内親王

百済王貞香 百済王教徳 駿河内親王

田治比豊継 女嬬 長岡朝臣岡成

百済永継 女嬬 飛鳥部奈止麻
呂 良岑朝臣安世 初め藤原内麻呂の妾

因幡国造浄成女 采女 因幡国造清成

平城天皇

藤原帯子 東宮
妃　 藤原百川 皇后追贈

藤原某女 東宮
妃　 藤原縄主 藤原薬子

朝原内親王 妃 桓武天皇 酒人内親王 後に妃を辞す 39

大宅内親王 妃 桓武天皇 橘常子 後に妃を辞す

藤原薬子 尚侍 藤原種継 初め藤原縄主の妻

伊勢継子 宮人 伊勢老人 高岳・巨勢親王・上毛
野・石上・大原内親王 41

葛井藤子
（番永藤姫とも） 葛井道依 阿保親王 父は桑田良藤継道とも

紀魚員 紀木津魚 叡努内親王

紀某女 紀兼貞
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嵯峨天皇

橘嘉智子 皇后 橘清友 田口某女
仁明天皇・秀良親王・
正子・秀子・俊子・繁
子・芳子内親王

65

高津内親王 妃 桓武天皇 坂上全子 業良親王・業子内親王 後に廃妃

多治比高子 妃 多治比氏守 39

藤原緒夏 夫人 藤原内麻呂

大原清子 女御 大原家継 仁子内親王

百済王貴命 女御 百済王俊哲 基良・忠良親王・基子
内親王

高階河子 高階浄階 宗子内親王

交野女王 宮人 山口王 有智子内親王

文屋文子 文屋久我麻呂 純子・斉子内親王

秋篠京子 更衣 秋篠安人 源清

山田近子 更衣 源啓・源蜜姫

飯高宅刀自 更衣 源常・源明

百済王慶命 尚侍 百済王教俊 源定・源鎮・源善姫

笠継子 源生

大原全子 源融・源勤・源盈姫

橘春子

菅原閑子 掌侍

大中臣岑子 後に藤原有統の妾

布勢武蔵子 源貞姫・源端姫

広井某女 広井弟名 源信

安倍某女 安倍楊津 源寛

田中某女 源澄

粟田某女 源安

惟良某女 源勝

長岡某女 長岡岡成 源賢 父は桓武皇子

当麻某女 女嬬 当麻治田麻呂 源潔姫・源全姫

紀某女 源更姫

内蔵影子 源神姫・源容姫・源吾
姫

甘奈備某女 源声姫

淳和天皇

高志内親王 東宮
妃　 桓武天皇 藤原乙牟漏 常世親王・氏子・有

子・貞子内親王 贈皇后 31

正子内親王 皇后 嵯峨天皇 橘嘉智子 恒貞・恒統・基貞親王 71

橘氏子 女御 橘永名

永原原姫 女御

緒継女王 尚蔵 61

藤原潔子 更衣 藤原長岡

大中臣安子 大中臣淵魚 良貞親王

大野鷹子 大野真雄 寛子内親王

橘船子 橘浄野 崇子内親王 橘嘉智子の従姉妹

丹墀池子（常子） 丹墀門成 同子内親王（国子と
も）

清原春子 清原夏野 葛井庭子か 明子内親王
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某女 統忠子

仁明天皇

藤原順子 女御 藤原冬嗣 藤原美都子 文徳天皇 皇太后、太皇太后 64

藤原沢子 女御 藤原総継 藤原数子 宗康親王・光孝天皇・
人康親王・新子内親王 後に贈皇太后

滋野縄子 女御 滋野貞主 本康親王・時子・柔子
内親王

藤原貞子 女御 藤原三守 成康親王・親子・平子
内親王

藤原息子 女御

紀種子 更衣 紀名虎 常康親王・真子内親王

藤原賀登子 更衣
か　 藤原福当麻呂 国康親王

小野吉子 更衣
か　 小野瀧雄

三国某女 更衣 貞朝臣登

藤原小童子 藤原道長 重子内親王

高宗女王 岡屋王 久子内親王 父は高市皇子の孫

百済王永慶 女嬬 高子内親王 慶命の妹

山口某女 源覚 名は周子か恒子か

某女 源効・源冷・源多・源
光 子は同母か否か不明
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